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【基本理念】

いつでも「安全」「安心」「快適」な道路サービスを提供し、地域社会を支える名古屋高速を目指します。

【基本方針】

Ⅰ 都市交通施設としての役割を果たし、元気な「名古屋都市圏」づくりに貢献します。

Ⅱ お客様を第一に考え、安全・安心・快適な利用環境を提供します。

Ⅲ 効率的で透明な事業運営に努め、創意工夫と自己研鑽で常に進化を続けます。

はじめに
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・ 名古屋高速道路は、昭和54年7月25日の高速3号大高線（高辻～大高）の開通に始まり、

平成25年11月23日に現計画延長81.2ｋｍの全線が開通した。

・ 名古屋高速道路の日平均交通量については、令和元年度まで30万台を超えて推移していたが、

コロナ禍の中、令和元年度の33万9千台を大きく下回る29万4千台となった。

・ 本年5月1日より、名古屋高速道路の料金は、均一料金制から利用距離に応じた対距離料金制へ

移行した。

また、名古屋第二環状自動車道（名二環）の西南部・南部開通により、名古屋高速道路と

名二環が一体となって形成される名古屋市周辺の高速道路ネットワークが完成し、

利用者の経路選択の幅が広がった。



・ 昭和45年9月地方道路公社法に基づく全国初の地方道路公社として、愛知県と名古屋市により設立

［事業概要※１］

総事業費：1兆7,470億円

完了年度（建設事業）：令和９年度

償還満了日：令和26年10月 （備考） 現在（R3.6.15）、新たな整備計画を道路管理者へ同意申請中

償還準備金
（借入金の返済累計額） 償

還
準
備
金
・
未
償
還
残
高
（
兆
円
）

事
業
費
・
料
金
収
入
・
管
理
費
・
利
息
・

大
規
模
修
繕
費
（
百
億
円
）

※２換算起算日：

供用路線の建設費、供用開始日等を

勘案して、ネットワーク全体の平均的な

供用日を算出したもの

償還計画図

名古屋高速道路公社の概要

※１ 総事業費、完了年度は整備計画（令和２年７月国土交通大臣許可）、償還満了日は料金認可（令和２年３月国土交通大臣認可）に基づく。
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※２



Ⅰ    名古屋高速道路の現状
１ 交通量等の現状
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（１）交通量

① 平均交通量（令和２年度）

コロナ禍による交通量減により、29万4千台/日（対前年度比約13％減）

② 長期的な増減傾向を示す移動平均（過去１年） においても、減少傾向
※ 移動平均（過去１年）：当該月を含む過去１年間の平均値

（万台/日） ○参考 首都高速(令和２年度) ： 895,700台／日（▲10.5％）
阪神高速(令和２年度) ： 639,600台／日（▲ 9.9％）

R
3
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※

R2年度R元年度H30年度H29年度H28年度



（２） 渋滞状況

名古屋高速全線における平均渋滞量（平日）

令和元年度まで：増加傾向 令和２年度：対前年度比約73％減
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渋
滞
量
（

・
ｈ
／
日
）

ｋｍ

全線の平均渋滞量※1（平日）

※1 渋滞量：渋滞長（時速30km以下の区間長）と発生時間の積（事故渋滞、工事渋滞を除く）

約７３％減

（注）端数処理の関係上、計及び前年度比において合わないことがある。



① 交通死亡事故（令和２年度）：0件 交通死亡事故ゼロ連続 727日達成中（R3.6.15現在）

② 総事故件数（令和２年度）：635件（対前年度比28.4％減） 交通量の減少に伴い、車両相互事故が減少

死傷事故率 （令和２年度）：3.8件／億台㎞

③ 逆走・誤進入発生件数（令和２年度）：13件（前年度より5件増加）

過去5年間の逆走・誤進入のうち、歩行者、自転車、原付等が約8割（合計33件）

１ 交通量等の現状

（３）交通事故
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逆走・誤進入発生状況 （件）

車両 歩行者 自転車 原付等 合計

令和2年度 1 4 2 6 13

令和元年度 1 4 2 1 8

平成30年度 2 1 3 0 6

平成29年度 2 1 4 0 7

平成28年度 1 1 1 3 6

合計 7 11 12 10 40

※「死傷事故率」とは、１万台の車が１万km走行した場合に起こる死傷事故件数を表す。
死傷事故率の減少は、道路を走行する際に事故に遭う確率が減少し、安全性が向上することを意味する。

684 674 715 645
402

239
280 238

242

233

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

923 954 953

635

887

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0
死
傷
事
故
率
（
件/

億
台
キ
ロ
）

3.8（件/億台キロ）

交通事故発生件数の推移

日
平
均
交
通
量
（
万
台/

日
）

事
故
件
数
（
件
）

H28 H29 H30 R1 R2

6.7（件/億台キロ）

※

車両相互（件）車両単独（件）

日平均交通量（万台/日） 死傷事故率（件／億台㎞）



２ 経営の現状（令和２年度決算）
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（１）損益計算書の概要

２ 経営の現状（令和２年度決算）

① 収益の状況

ア 総額：678億円（うち670億円が道路料金収入）

イ 道路料金収入：交通量の減少により、前年度から100億円（13.0％）減少

② 費用の状況
ア 総額：678億円

・ 道路管理費（道路の維持補修や料金収受など）：294億円(消費税納付金含む。）
・ 業務外費用（借入金利息など）：57億円
・ 償還準備金繰入（借入金の元金返済へ充当）：298億円

イ 道路管理費：修繕費の減少により、前年度から86億円減少
ウ 借入金の返済（償還準備金繰入）：収益・費用の状況により、前年度から5億円減少

7

損益計算書

（注）端数処理の関係上、計及び前年度比において合わないことがある。

内訳
（主なもの）

◆R2年度決算については、現在、地方道路公社法に基づく
手続き中であり、今後、決算関係書類を設立団体に提出予定



（２）貸借対照表の概要と償還状況
① 資産の状況

総額：1兆6,994億円（うち営業中の道路資産：1兆6,750億円（資産全体の99％））

② 負債及び資本の状況

ア 総額：1兆6,994億円

借入金（道路債券を含む）：6,136億円 償還準備金 ：7,455億円

設立団体の愛知県・名古屋市からの出資金：3,182億円

イ 建設に要した借入金については、全額、料金収入で返済

③ 償還状況（令和２年度末）
償還準備金 ：7,455億円、償還率 ：44.7％（前年度比1.8ポイント向上）

※の合計が借入金の合計となる。
令和２年度合計 ： 6,136億円

（令和元年度合計 ： 6,326億円）

（注）端数処理の関係上、
計及び前年度比に
おいて合わないことがある。

貸借対照表

※1：償還準備金：借入金の返済に充てた償還準備金繰入の累計額 ※2：償還率：償還対象額に対する償還準備金の比率

※1

※1

内訳
（主なもの）

※2

8

参考: 償還準備金 7,157億円
償還率 42.9％

〈令和元年度末〉



（３）資金調達の概要

２ 経営の現状（令和２年度決算）

償還及び調達の推移

① 元金償還（返済）：建設事業の減少に伴い返済額も徐々に減少

② 借入：民間からの借入（借換）に加え、新たに都心アクセス関連事業等の建設資金（投資）の予定

当分の間、新規（投資）が続く見込み

新たな借入（借換）の大部分は、市場公募債の発行（民間資金）により幅広く調達
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民間（金融機関等）

最近の元金償還及び借入状況

H２９ H３０ R１ R２ R３
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Ⅱ 新たな料金体系へ移行状況
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Ⅱ    新たな料金体系への移行状況

① 令和3年5月1日、名二環（名古屋西JCT～飛島JCT)の開通に合わせ、

均一料金制から、利用距離に応じた対距離制へ移行

② WEBサイトを始め様々な広報媒体を用いて幅広く広報を実施

③ ETCの利用促進を図るため、ETC2.0車載器購入助成キャンペーンを実施

④ 現金車等へクーポンを配布し、利用実態調査を実施

○対距離制を基本とした料金体系に整理・統一
・ 均一料金制から対距離料金制へ
・ 2車種区分から5車種区分へ

・ 料金圏を廃止（名古屋線・尾北線）
・ 割引を見直し

○起終点を基本とした継ぎ目のない料金の導入

11

新たな料金体系の概要

対距離制移行後の交通状況

⾞種区分 旧料⾦ 新料⾦

軽・⼆輪
名古屋線︓780円
尾北線︓370円

290円〜1,110円

普通⾞ 290円〜1,320円

中型⾞ 290円〜1,530円

⼤型⾞ 名古屋線︓1,570円
尾北線︓ 730円

300円〜2,010円

特⼤⾞ 310円〜3,160円

名二環開通
※国土交通省 中部地方整備局 愛知国道事務所HPより引用

※「対前年比」「対一昨年比」は同月の利用台数を
料金圏撤廃と仮定して算出

利用台数（台／日） R３年度 対前年比
※

対一昨年度比
※

５
月

全 日 220,700 126.9％ 83.0％

平 日 252,300 119.6％ 86.6％

休 日 177,100 144.3％ 78.5％

R3

5月 94.6%

４月 93.8%

[ETC利用率]
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令和3年4月１日よりNEXCO中日本と共同で
「中京圏ETC2.0車載器購入助成キャンペーン」を
実施中

通行料金について、わかりやすく情報提供が行えるよう、様々な広報媒体を活用した効果的
で細やかな広報を実施

お客様への周知・広報

ＥＴＣの利用促進

クーポン配布

現金等でご利用された方にクーポンを配布し、
利用状況のアンケートを実施中

キャンペーンバナー（名古屋高速ホームページ）

クーポン（イメージ図）

（表） （裏）

お客様からの声

・現金車料金が高い

・ ETC利用証明書の表示内容の変更についての問合せ

※料金改定後にお客様センターへ寄せられた意見の一部

など



Ⅲ 令和３年度予算の概要

都心アクセス関連事業
（栄出入口、丸田町JCT西
渡り線・南渡り線の追加）

管理事業の実施状況
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都心アクセス関連事業
（新洲崎・黄金出入口の

追加・改良）

都心アクセス関連事業

① ＜新洲崎・黄金地区＞地下埋設物移設工事、用地取得

② ＜栄地区 ＞地質調査、地下埋設物移設調整

※令和３年度の整備計画変更により、事業組み入れ予定

① 維持改良費 271億円［前年度比0.98］
ア 大規模修繕工事

イ 路面清掃や道路構造物・道路附属設備の点検

ウ 補修工事（舗装の打換、伸縮装置の取替、施設更新工事、応急補修など）

エ 雪氷対策業務（凍結防止剤散布や除雪作業、雪氷体制拡充の検討など）

オ 災害発生時の業務継続に向けた防災拠点整備

② 業務管理費 119億円［前年度比0.92］
ア 料金収受業務

イ 交通管理・管制業務（交通パトロールや故障車・交通事故対応など）

ウ 都心へのアクセス向上、料金、渋滞対策関連業務

エ 消費税の納付

③ 業務外支出（元金償還金、支払利息） 732億円［前年度比0.99］

④ その他（一般管理費、予備費） 18億円［前年度比0.96］

（１）建設事業 86億円［対前年度比6.14］

（２）管理事業 1,140億円［対前年度比0.98］

（３）その他事業 30億円［対前年度比2.22］
都心アクセス関連事業に係る代替地取得費用、東海合併料金所の維持管理

※

構造物点検 交通パトロール
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令和３年度予算
（単位：百万円）

科 目 R3予算額（Ａ） R2予算額（Ｂ） （Ａ）／（Ｂ） 科 目 R3予算額（Ａ） R2予算額（Ｂ） （Ａ）／（Ｂ）

料 金 収 入 58,882 64,810 90.9% 維 持 改 良 費 27,138 27,741 97.8%

雑 収 入 223 196 113.8% 一 般 管 理 費 1,792 1,877 95.5%

業 務 外 支 出 73,186 74,206 98.6%

66,928 67,273 99.5%

6,258 6,933 90.3%

予 備 費 5 5 100.0%

受 託 工 事 収 入 3 135 2.2% 受 託 工 事 費 3 135 2.2%

代 替 地 取 得 借 入 金 3,000 0 皆増 代 替 地 取 得 費 3,000 0 皆増

計 3,003 135 2224.4% 計 3,003 135 2224.4%

その他事業費

116,856

106.1%118,391125,651合 計

51,850 106.0%

106.1%118,391

97.6%116,856114,04897.6%

元 金 償 還 金

支 払 利 息

125,651

区 分

業 務 管 理 費

計 計

管 理 事 業 費

建 設 事 業 費

合 計

114,048

民 間 借 入 金 （ 借 換 ）

収 入

計

支 出

91.6%13,02711,92754,943

1,290

2,150

3,010特 別 転 貸 債

県 ・ 市 出 資 金

8,600

民 間 借 入 金 2,150

無 利 子 貸 付 金 一 般 管 理 費

支 払 利 息

計

210

350

490

350

1,400

614.3% 建 設 費

614.3%

614.3%

614.3%

614.3%

8,152

436

12

8,600 614.3%

1,180 690.8%

208.6%

109.1%

209

11

1,400



Ⅳ中期経営計画（2019-2021）の進捗状況と今年度の取り組み
主要施策の取り組み状況
１ 都心へのアクセスの向上

令和元年度 令和２年度 令和４年度以降 令和９年度令和３年度

都市計画手続き
R2.3.10告示

新洲崎出入口・新黄金出入口の事業スケジュール

視点

西行き入口

東行き出口

既設の高速道路

至：名古屋西JCT

至：新洲崎JCT新洲崎入口

新洲崎出口

既設の高速道路

視点

至：明道町JCT

至：名古屋西JCT

至：丸田町JCT

至：山王JCT

新洲崎JCT

高速２号東山線

至：山王JCT

至：明道町JCT

至：名古屋西JCT

至：名古屋西JCT 至：丸田町JCT
新洲崎JCT

新洲崎出口

新洲崎入口

至：新洲崎JCT

東行き出口

西行き入口

事業化手続き 用地補償・設計・工事等

新黄金出入口の路線イメージ

新黄金出入口（完成イメージ）

新洲崎出入口の
路線イメージ

都心アクセス関連事業図

A（仮称）新洲崎出入口及び（仮称）新黄金出入口の整備
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新洲崎出入口（完成イメージ）

都心アクセス

A

令和2年 7月20日 整備計画変更許可

令和2年10月22日 都市計画事業認可



B（仮称）栄出入口、西渡り線、南渡り線の追加

令和２年度 令和４年度以降 令和９年度令和３年度

栄出入口・西渡り線・南渡り線の事業スケジュール

都市計画手続き
R3.3.10告示

事業化手続き 設計・工事等

※

※ 栄出入口の設置に伴って改築が必要となる都市計画駐車場についても併せて実施

栄出入口・渡り線の路線イメージ

至：新洲崎JCT

丸田町JCT

至：東片端JCT

至：鶴舞南JCT

栄入口・渡り線（完成イメージ）

視点

至：高針JCT

至：高針JCT

至：東片端JCT

至：鶴舞南JCT

丸田町JCT

西渡り線

栄入口
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至：新洲崎JCT

南渡り線

B



項目

令和元年度 令和２年度 令和３年度

目標 実績 目標 実績 目標

総事故件数 920件 887件 887件 635件 750件

死傷事故率 5.7件／億台キロ 6.7件／億台キロ 5.7件／億台キロ 3.8件/億台キロ 5.6件／億台キロ

逆走車や歩行者等の立入

対策の対策箇所数
５箇所 ５箇所

５箇所

（累計１０箇所）

５箇所

（累計１０箇所）

５箇所

（累計１５箇所）

交通量減少の影響もあるが、総事故件数は635件、死傷事故率は3.8件／億台㎞（計画目標を達成）

・ 交通事故対策 ： 路面標示など（3箇所）

・ 安全対策（逆走、誤進入対策） ： 注意喚起看板の設置、路面標示など（5箇所）

・ 交通安全運動 ： 公社ホームページや道路情報板等で交通安全情報を提供

２ 更なる交通安全対策の実施

令和２年度 【実績】

令和３年度 【目標】

交通事故対策を推進し、総事故件数750件以内を目指すとともに、安全対策（逆走、誤進入対策）及び

交通安全運動も引き続き推進
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小牧北入口における路面標示
【誤進入安全対策】

鶴舞南JCT南カーブにおけるカラー舗装
【事故対策】

黄金入口における看板設置
【誤進入安全対策】

※ ※

※ 計画の見直しを行い、目標を修正



・ 実施内容 ： 大規模修繕計画に基づいた床版下面からの補修工事など

・ 実施箇所 ： 高速都心環状線を始めとする5路線で実施

（大規模修繕計画における目標のうち48％ を完了）

引き続き、大規模修繕計画に基づいた補修工事を高速都心環状線を始めとする5路線で実施

（大規模修繕計画における目標のうち60％ を目指す。）

３ 大規模修繕の着実な推進

令和２年度 【実績】

令和３年度 【目標】
※:大規模修繕対象箇所（37.9km）のうち、床版下面からの修繕が完了した供用延長の割合

項目
令和元年度 令和２年度 令和３年度

目標 実績 目標 実績 目標

大規模修繕完了延長 35％ 38% 45％ 48% 60％

コンクリート床版下面 繊維シートによる補強 繊維シートによる補強の
イメージ

注） 第１期供用の高速3号大高線は完了

⼤規模修繕実施の⼀例
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大規模修繕：構造物の大規模な更新を回避し長寿命化を図るため、損傷が顕在化している古い基準
で設計された構造物に対して計画的に大規模な修繕を実施するもの。

※

※



① 実施場所 ： 高速都心環状線（鶴舞南JCT→明道町JCT）

実施時期 ： 令和2年10月31日～11月7日

実施内容 ： 通行止めにより 集中的に舗装等の修繕工事（防水層の設置等）を実施

② 例年の広報に加え、新たにコンビニでのレジ横広告を実施し、周知に努めた。

４ リフレッシュ工事の実施

令和２年度 【実績】

令和３年度 【目標】

高速3号大高線（上り）において、10月中旬～11月上旬（予定）に舗装等の修繕工事を実施

リフレッシュ工事 ：道路の安全・快適な走行機能の回復を目的として路線単位で集中的に舗装打ち替え等を実施する工事

令和２年10月31日～11月7日
高速都心環状線

（鶴舞南JCT→明道町JCT）

【令和２年度の広報実績例】

【令和２年度の⼯事状況】
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舗装撤去の状況 アスファルト舗設の状況 リフレッシュ工事の完了

地下鉄車内ポスター 道路横断幕 SNS広告

令和３年度
リフレッシュ工事区間

コンビニの
レジ横広告

工事区間

３号大高線上り
名古屋南JCT～高辻出口



① 市場公募債の発行

コロナ禍においてもWebや電話を活用 しつつ計画的に個別投資家訪問を実施（51件）

② 近年のESG投融資への関心の高まりをふまえ、令和2年10月に地方道路公社としては初めて

ソーシャル・ファイナンスに関する第三者評価を取得

→ 同年12月及び令和3年2月にソーシャルボンド発行（計430億円）

計56件の投資家より投資表明を獲得し、公社事業の社会的意義を改めて確認

③ シンジケート・ローンについても同様にソーシャル・ローンとして調達し、参加7金融機関より

融資表明を獲得

５ 戦略的な資金調達

令和３年度 【目標】

ソーシャル・ファイナンスとしての資金調達を継続し、投資家層の更なる拡大に注力
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個別投資家訪問の実施状況

項目 目標 実績

個別投資家
訪問数

（毎年度） 令和元年度 令和2年度

50件 55件 51件

投資家別 件数

損害保険会社 2

地方銀行 5

信用金庫・JA 30

地方公共団体 4

その他諸法人 15

当公社ソーシャルボンドへの投資表明投資家（R3.3.25現在）

地域別 件数

東海４県 18

東京都 11

東北・関東甲信越 （東京除く） 12

関西・中国・四国 9

九州・沖縄 6

令和２年度 【実績】



R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8以降

(2020) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026～)

他道路ネット
ワーク

イベント等

年度

●2021
名古屋第二環状自動車道全線開通

2026.9-10
アジア競技大会

東海環状線全線開通（R８）

リニア中央新幹線（R９）
(品川～名古屋)開業

西知多道路道開通

現中期経営計画（2019-2021）：第6期

○2021
東京オリンピック

○2022
ジブリパーク開業

○2025
大阪万博

○2020
自動運転(高速
道路でのレベル3)

○2025
自動運転(高速
道路での レベル4)

次期中期経営計画（2022-2024）：第7期
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Ⅴ 次期中期経営計画の策定に向けて
１ 策定スケジュール（案）と名古屋高速道路を取り巻く状況

ポストコロナ
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ

（DX)
2050年

カーボンニュートラル
自動車産業の
“CASE”・MaaS

・・・など

次期中期経営計画に関するキーワード

（主な予定）

① 令和3年12月頃 案を策定し、関係機関と調整

② 令和4年 4月頃 パブリックコメント実施

③ 令和4年 6月頃 第61回運営会議で報告

検討テーマ

・・・など

名岐道路の整備 利便性向上 メンテナンス

SDGｓ・環境ETC専用化新技術・データ活用



２ 検討テーマ

（１）名岐道路の整備

「中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針(案)」（令和2年2月 国土交通省）において、

「名古屋高速道路公社が事業主体となることを前提とした上で」と記載された。関係機関における

今後の議論を注視しつつ、準備をしていく。
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（２）利便性向上

新たな料金体系への移行後の交通状況を検証した上で、

将来計画を見据えた高速道路ネットワークにおける課題箇所を

抽出し、更なる利便性向上につながる取組みを国・愛知県・

名古屋市・NEXCO中日本とともに検討をしていく。

・名古屋高速道路の現状、周辺地域の状況の把握

・社会情勢、道路関係動向の考慮

・「安全」、「安心」、「快適」の観点から、ネットワークの課題を整理

・将来計画を踏まえて、将来的に残存する課題箇所を抽出

・新たな料金体系移行後の交通状況を踏まえて課題箇所を検証

・他の高速道路における事例を収集・整理し、名古屋高速道路における適用性を検討

・ハード面（道路構造、付属施設等）、ソフト面の両面から利便性向上案を抽出

　⇒利便性向上案について施策別に整理

　 　例）出入口ランプの追加、ＪＣＴ機能の強化、休憩施設の検討　等

・利便性向上案の効果分析
・利便性向上案の実現性検討

（２）利便性向上案の具体化に向けた課題整理

（１）利便性向上案の効果・実現性の検討

３．利便性向上案の具体化検討

（２）課題箇所に対する利便性向上案を検討

１．名古屋高速道路のネットワークの評価・課題整理

（１）ネットワークの評価・分析

（２）ネットワークの課題整理

２．利便性向上案の検討

（１）必要となる利便性向上案の方向性の検討

名
二
環
開
通

(

西
南
部･

南
部)



２ 検討テーマ

（３）メンテナンス

名古屋高速道路の経過年数（令和2年度末時点）

9.2km
11.3%

25.2km
31%

16.5km
20%

19.4km
24%

10.9km
14%

20年以上経過
46.8km
(約6割)

凡例 経過年数

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上40年未満

40年以上

（４）新技術・データ活用等
情報通信技術（ＩＣＴ）等の技術革新に対応し、

点検・修繕を始めとしたメンテナンスの高度化・効率化や

道路交通情報提供の充実などに取り組むとともに、

自動運転やＭａａＳに関する調査・研究に協力していく。
トンネル内の走行型計測調査のイメージ

下部工（桁端部・橋脚）

 コンクリート片のはく落防止

を兼ねた表面保護

 桁端部重防食塗装

 伸縮装置・非排水構造の改良

上部工（ＲＣ床版下面）

 RC床版下面補強（※）など
※）繊維シートによる補強

上部工（ＲＣ床版上面）

床 版

⾼機能防⽔
例）塗膜系防⽔材

例）浸透型防⽔剤
＋

舗 装

 高機能防水（※）など
※）舗装の打ち替え周期を考慮した高耐久性を有する

床版防水

ＲＣ床版：鉄筋コンクリート床版

大規模修繕の実施内容例
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名古屋高速道路公社インフラ長寿命化計画（行動計画）に基づき、ライフサイクルコストの低減を図りつつ、
将来にわたって長期的に構造物の安全性を確保していく。
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（５）ＥＴＣ専用化

〈参考 NEXCO中日本による都市部（中京圏）でのETC専用化等のロードマップ〉

出展：ETC専用化等による料金所のｷｬｯｼｭﾚｽ化・ﾀｯﾁﾚｽ化について
（令和2年12月17日 国土交通省道路局高速道路課（高速道路会社６社合同）

（６）ＳＤＧｓ・環境

2015年の国連サミットで
採択された、2030年までに
持続可能でよりよい世界を
目指す国際目標

交通安全対策、強靱で質の高いインフラの構築、環境保全への取り組みを

進め、SDGｓの達成に貢献していく。

脱炭素社会、循環型社会の実現に貢献するために、省エネルギー化や

エコドライブ啓発活動を実施するとともに、さらなる推進のために

中長期的な環境保全への取り組みを検討し、実施していく。

国土交通省及び高速道路会社６社から「ETC専用化等による料金所のキャッシュレス化・タッチレス化

について」ロードマップが公表された。

高速道路会社等での取組み等を踏まえ、名古屋高速道路の料金所におけるキャッシュレス化・ タッチレス

化 について、検討を進める。



参考：中期経営計画（2019-2021）目標達成状況一覧

25



26




